
ダッシュボードの利用例
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本市の統計データをグラフ等で可視化し、分かりやすくまとめたダッシュボードを大阪市オープンデータ
ポータルサイトに次のとおり公開しています。

【年齢別人口】

【１年間（暦年）の人口異動】 【一般世帯（家族類型別）】

【総人口・昼間人口・外国人人口】

上記ダッシュボードのうち、「年齢別人口」、「１年間（暦年）の人口異動」、「一般世帯（家族類型
別）」の3つのダッシュボードの利用例を次ページ以降で紹介します。

https://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu290/opendata/


図１ 大阪市全体の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

１ 「年齢別人口」のダッシュボード

（１）大阪市全体の現在と過去の比較

まず、大阪市全体の年齢別人口の状
況をみていきましょう。図１及び図２
は大阪市全体の年齢別人口のダッシュ
ボードです。
年齢３区分別人口割合のグラフから、

大阪市全体では1980年から2020年に
かけて０～14歳及び15～64歳の人口
割合は減少し、65歳以上の人口割合
が増加していることが分かります。

また、図１の人口ピラミッドは2020
年のもの、図２の人口ピラミッドは
1980年のものです。
両者を比較すると1980年の人口ピラ

ミッドは2020年の人口ピラミッドより
も65歳以上の人口少なく、24歳以下の
人口が多くなっており、人口構造の違
いがみえます。

図２ 大阪市全体の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド1980年）

2020年と1980年で65歳以上人口
及び24歳以下人口で違いがみえ
ます。

65歳以上人口の割合は増加

０～14歳、15～64歳人口の割合は減少
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図１（再掲） 大阪市全体の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

１ 「年齢別人口」のダッシュボード

（２）大阪市全体と行政区の比較

次に大阪市全体と行政区の状況を比
較します。北区の年齢別人口のダッ
シュボードを例にみてみましょう（図
３）。年齢３区分別人口割合のグラフ
から、北区は1980年から2020年にか
けて15～64歳人口の割合は、65歳以
上人口の割合及び０～14歳人口の割
合と比べて変動が小さく、また図１の
大阪市全体と比較して、15～64歳人
口の割合が高くなっていることが分か
ります。

2020年の人口ピラミッドを比較する
と、北区の人口ピラミッドと大阪市全
体の人口ピラミッドではその形状が異
なっており、両者の年齢構成の違いが
鮮明になっています。

図３ 北区の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

北区と大阪市全体で年齢構成の違いから、人口ピラミッ
ドの形状が異なっています。

北区では15～64歳人口の割合が、大阪市全体
よりも高いことが分かります。
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１ 「年齢別人口」のダッシュボード

（３）行政区の現在と過去の比較

次に行政区の現在と過去の状況を比
較していきます。例えば平野区の現在
と過去の動向をみてみましょう。図４
は平野区の年齢別人口のダッシュボー
ドです。年齢３区分別人口割合のグラ
フから、 2010年以降は大阪市全体と
比較して65歳以上人口の割合が高く、
大阪市全体よりも高齢化が進んでいる
ことが分かります。

2020年の人口ピラミッドを比較する
と、平野区は高齢化が進んでいること
から、大阪市全体と比較して、上部、
特に70歳から89歳が厚い形状となって
います。

図４ 平野区の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

平野区では2010年以降、65歳人口の割合が、
大阪市全体よりも高いことが分かります。

図１（再掲） 大阪市全体の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

平野区の人口ピラミッドは大阪市全体よ
りも上が大きい形状となっています。

続いて、同じ平野区で2020年と1980
年の人口ピラミッドを比較してみます。
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１ 「年齢別人口」のダッシュボード

（３）行政区の現在と過去の比較

図５の人口ピラミッドは平野区の
1980年のものです。30歳から54歳の
各５歳階級が他の階級と比べて厚く
なっています。

前ページで2020年の平野区の人口
ピラミッドは上部、特に70歳から89
歳が厚くなっていることを述べました
が、人口ピラミッドを比較することで、
1980年に層の厚かった30歳から49歳
の年齢階級が、40年後の2020年にお
いて70歳から89歳の年齢階級にスラ
イドしていることが分かります。

図４（再掲）平野区の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド2020年）

図５ 平野区の年齢別人口ダッシュボード（人口ピラミッド1980年）

以上のように、「年齢別人口」の
ダッシュボードでは大阪市全体及び各
行政区の年齢別人口の状況、年次推移
をみることができ、時点による比較、
行政区別の比較をすることが可能です。

2020年に層が厚い70歳から94歳の年齢階
級は、1980年に層が厚かったの30歳から
59歳の年齢階級がスライドしています。
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２ 「１年間（暦年）の人口異動」のダッシュボード

（１）大阪市全体の人口異動の状況

図６は大阪市全体における１年間（暦年）の人口異動のダッシュボードです。本市の人口の長期的推移をみると、1980年代半ばには増加してい
る時期もありましたが、1999年までは減少傾向が続き、2000年から増加傾向に転じたことが分かります。

また、人口増減の要因となる自然動態と社会動態から人口の動向をみると、自然動態は2003年まではプラスでしたが、2004年以降はマイナスに
転じ、社会動態は1999年まではマイナス傾向でしたが、2000年以降は増加に転じており、自然動態がマイナスに転じた2004年以降の人口増加は
社会動態の増加によるものと分かります。

図６ 大阪市全体の人口異動ダッシュボード

人口減少傾向 人口増加傾向

自然動態はマイナス傾向に転向

社会動態はプラス傾向に転向

7



２ 「１年間（暦年）の人口異動」のダッシュボード

（２）行政区の人口異動の状況

次に行政区における人口異動の状況
をみていきます。浪速区（図7）と西
区（図８）を例にみてみましょう。

浪速区の人口は大阪市全体と同じ
2000年に増加傾向に転じています。
増加傾向に転じた2000年以降の自然

動態と社会動態をみると、自然動態は
一貫してマイナスですが、社会動態は
自然動態のマイナス幅を上回る増加
のため、人口増加となっています。

図７ 浪速区の人口異動ダッシュボード

人口減少傾向 人口増加傾向

自然動態はマイナス

社会動態はプラス

西区の人口は大阪市全体の人口が増
加に転じた2000年よりも早い1995年か
ら増加傾向にあります。
自然動態と社会動態の動向見ると、

自然動態は1980年以降、一貫してプラ
スであり、人口が増加傾向に転じた
1995年以降、社会動態がプラス傾向に
転じたことが要因にあることが分かり
ます。

図８ 西区の人口異動ダッシュボード

人口減少傾向 人口増加傾向

自然動態は一貫してプラス

社会動態はプラス傾向に転向

以上のように、「１年間（暦年）の
人口異動」のダッシュボードでは大阪
市全体及び各行政区の人口増加の状況、
自然動態及び社会動態をみることがで
き、人口増減の要因を自然動態と社会
動態の動向の面から確認することが可
能です。
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３ 「一般世帯（家族類型別）」のダッシュボード

（１）大阪市全体の一般世帯（家族類型別）の状況

図９は大阪市全体の一般世帯（家族類型別）のダッシュボードです。家族類型別割合をみると1980年は核家族世帯の割合が最も高く、次いで単
独世帯の割合が高かったところ、その後、核家族世帯の割合は一貫して減少する一方、単独世帯の割合は一貫して増加し、2010年以降は単独世帯
の割合が最も高くなっています。

また、単独世帯の年齢別割合をみると、65歳以上の割合は増加傾向、29歳以下の割合は減少傾向にあるところ、他の年齢階級の割合は65歳以上
及び29歳以下の割合と比較して、変動が小さいことが分かります。

図９ 大阪市全体の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

単独世帯の割合は一貫して増加

核家族世帯の割合は一貫して減少
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３ 「一般世帯（家族類型別）」のダッシュボード

（２）大阪市全体と行政区の比較

図９（再掲）大阪市全体の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

図10 中央区の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

次に大阪市全体と行政区の状況をみ
ていきます。例えば、図10は中央区の
一般世帯（家族類型別）のダッシュ
ボードです。
中央区の家族類型別割合をみると、

単独世帯の割合が大阪市全体よりも高
くなっていることが分かります。

単独世帯の年齢別割合をみると1990
年は中央区と大阪市全体とで同じよう
な構成となっているところ、中央区で
は2000年以降、39歳以下の割合が増加
傾向となり、2005年以降は39歳以下の
割合が約50％となっています。

大阪市全体では1990年以降、39歳以
下の割合は減少傾向にあり、中央区と
大阪市全体で傾向に違いがみられます。

単独世帯の割合は
中央区が高い。 39歳以下の割合の傾

向が異なります。
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３ 「一般世帯（家族類型別）」のダッシュボード

（２）大阪市全体と行政区の比較 図11 鶴見区の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

前ページの中央区と状況が異なる例
として鶴見区の状況をみていきます
（図11）。
鶴見区の家族類型別割合の推移をみ
ると、1980年以降、大阪市全体の傾向
と同様に単独世帯の割合は年々増加し
ているものの、一貫して核家族世帯の
割合が最も高くなっています。

核家族世帯の割合が高いことから、
１世帯あたり世帯人員も大阪市全体と
比較して多くなっています。

単独世帯の割合をみると、65歳以上
の割合がいずれの年も大阪市全体より
高くなっています。

核家族世帯の割合が一貫して最も高い。

65歳以上の割合は鶴
見区が高い。
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図９（再掲）大阪市全体の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード



３ 「一般世帯（家族類型別）」のダッシュボード

（３）行政区同士の比較 図12 西成区の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

次に行政区同士で一般世帯（家族類
型別）のダッシュボードを比較してみ
ます。
西成区（図12）と中央区（図10）の
２区の状況を例にみてみましょう。
西成区と中央区のそれぞれの家族類

型別割合をみると、似た構成となって
おり、単独世帯の割合も近い数値と
なっています。

しかし、単独世帯の年齢別割合をみ
ると、西成区と中央区とで異なってお
り、西成区は一貫して50歳以上の割合
が高くなっており、中央区は一貫して
49歳以下の割合が高くなっています。

図10（再掲） 中央区の一般世帯（家族類型別）ダッシュボード

以上のように、「一般世帯（家族類
型別）」のダッシュボードでは大阪市
全体及び各行政区の一般世帯における
世帯数・世帯人員・家族類型別の状況
をみることができ、時点による傾向の
違い、行政区ごとの傾向の違いを確認
すること等が可能です。

単独世帯の年齢構成は
異なっています。

似た構成割合、単独世帯の割合も近い数値
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